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【早く見つけて、早く治す】
早期に発見して治療すれば、ほぼ治癒が可能な“がん”です。
　国立がん研究センターによると、新たにがんと診断される患者数は

年々増加、中でも大腸がんと新たに診断される方が年々増加していま

す。早期に発見できれば、多くの場合負担の少ない内視鏡での手術で

治療が可能です。しかし、がんが進行してしまったり、転移した後に

発見されると、生存率は大きく下がってしまいます。

【検査は簡単 自宅で採って、送るだけ】
大腸がん検診は、「便検査」です。内視鏡検査ではありませんよ。
　最初に行う検査は、自

宅で簡単に出来る検便で

す。トイレで便を２日間

採取して、専用封筒に入

れてポストに投函するだ

け。それで異常が見つか

った場合のみ、医療機関

でカメラ（内視鏡）の検査をすることとなります。「去年大丈夫だったか

ら今年はしなくていいでしょ？」という方もおられますが、それは大

きな誤りです。“毎年受ける事”が大切です。

【受検方法を確認し、確実に受けましょう】
【期間】　2022年４月１日～2023年３月末

【対象】　40歳以上の友の会 会員（無料）

【方法】　�検査キットに２日分採便、専用

封筒にて送付 or 帯広病院・白

樺医院に直接提出

【検査キットの配布について】
※ 友の会世話人さんからの配布。お住まいの地域により配布方法（手

配り or 郵送）や時期が異なります。重複して検査グッズして届いた

場合や、検査グッズが届かない、早めに受検したいという方は、十

勝勤医協の病院・診療所、友の会連絡会事務局までお問合せ下さい。

※帯広病院・白樺医院の窓口にて受け取る事も出来ます。

帯広市にお住まいの皆様へ
　帯広市の検診として受検したことになります。

　そのため、同一期間内で他医療機関や集団検診で帯広市の大腸がん

検診をお受けになる事は出来ません。ご注意ください。

　お問合せは下記まで

　帯広病院　　　0155-21-4111
　白樺医院　　　0155-38-3500
　友の会連絡会　0155-21-4144

『大腸がん、自分だけは大丈夫』そんな風に思っていませんか？
コロナ禍で受検を迷っている間も“大腸がん”は進行しています。

年に一度を習慣に大腸がん検診（便潜血検査）を受けましょう!
POINT-01

POINT-02

POINT-03

新型コロナウイルス感染 院内クラスター終息のご報告

　２月15日に発生した新型コロナウイルス感染症による院内ク

ラスターについて、最後に陽性になられた方の発症日である２

月26日以降、新たな感染者は確認されませんでした。帯広保健

所と協議の結果、３月９日をもちまして院内クラスターが終息

した事をご報告いたします。外来診療および新規入院の受け入

れについては３月14日から開始しております。

　友の会の皆様方にはこころ温まる激励のメッセージをたくさ

んお寄せいただきました。多大なるご心配とご迷惑をおかけし

ましたことを深くおわび申し上げます。この間ご指導いただい

た帯広保健所の皆様、地域の一次医療を支えてくださった病院・

クリニックの先生方、スタッフの皆様方にも深く感謝申し上げ

ます。

　今後、さらに気を引き締め、感染対策を講じてまいりますの

で、何卒よろしくお願い申し上げます。

2022年３月10日　

 十勝勤医協帯広病院　院長　深　町　知　博

▼
２
月
24
日
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対

し
て
軍
事
攻
撃
を
開

始
し
た
。
多
数
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
に
死
傷

者
や
１
５
０
万
の
避

難
民（
３
月
７
日
現
在
）

が
出
て
い
る
▼
民
医

連
・
友
の
会
は
、
い

の
ち
を
守
り
暮
ら
し
を
支
え
、

無
差
別
・
平
等
の
医
療
と
福
祉

の
実
現
を
め
ざ
す
団
体
と
し
て
、

断
固
抗
議
し
軍
事
侵
攻
の
即
時

中
止
を
求
め
た
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
主
権
を
侵
害
し
、
国
連
憲
章

と
国
際
法
に
反
し
、
世
界
の
平

和
と
安
定
の
基
盤
と
な
っ
て
き

た
国
際
秩
序
を
破
壊
す
る
暴
挙

で
す
。
さ
ら
に
、
核
兵
器
大
国

を
誇
示
し
、
核
兵
器
に
よ
る
威

嚇
を
禁
止
し
た
核
兵
器
禁
止
条

約
に
も
違
反
し
ま
す
▼
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾
や
気
化
爆
弾
な
ど
無

差
別
に
人
々
を
殺
傷
す
る
非
人

道
的
兵
器
も
使
用
さ
れ
て
い
る

と
報
道
さ
れ
て
い
る
▼
民
医
連

綱
領
は
、
人
類
の
生
命
と
健
康

を
破
壊
す
る
一
切
の
戦
争
政
策

に
反
対
し
、
核
兵
器
を
な
く
し
、

平
和
と
環
境
を
守
る
事
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
友
の
会
は
、「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
を

掲
げ
運
動
し
て
い
ま
す
。
い
の

ち
を
奪
い
、
暮
ら
し
を
破
壊
し
、

核
兵
器
で
恫
喝
す
る
ロ
シ
ア
の

軍
事
侵
攻
は
許
せ
ま
せ
ん
▼
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
口
実

と
し
た「
核
共
有
」論
は
非
核
三

原
則
と
憲
法
９
条
に
反
し
ま
す
。

核
は
廃
絶
以
外
あ
り
ま
せ
ん
▼

十
勝
で
、
日
本
で
、
世
界
で
多

く
の
人
々
と
連
帯
・
行
動
し
て

平
和
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ロ
シ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
せ

よ
。 

（
鉄
）
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第48回全道青年ジャンボリー（オンライン）
縁�～今こそ仲間たちと前進、未来へ～

 ２月19日に３年ぶりとなる全道ＪＢがオンライン形式で開

催されました。ＪＢは民医連の青年職員が学習・交流をする

場です。例年の様に集合できない状況でも、民医連の青年活

動を止めてはいけないという思いで、60名以上が参加しまし

た。学習は人権について、勤医協中央病院のソーシャルワー

カー行沢剛さんに講演して頂きました。コロナ禍における生

活困窮者の実態やホームレス支援での生の声を教えて頂きま

した。平等であるはずの健康が、所得や家庭環境の影響を受

けてしまうことを班交流で学び、人権を守る最前線にいるの

が医療従事者だと感じました。私は集合でのＪＢしか参加し

てきておらずオンラインでの開催に楽しむことができるのか

不安がありましたが、実行委員の工夫で交流企画も盛り上が

ることができ大変有意義なものでした。格差や戦争がすでに

ある状況で、今だからこそ学習し、同じ思いの全道の民医連

職員の存在を感じることができて良かったです。

� 【帯広病院作業療法士　吉野和孝】

北海道民医連主催の平和学校
オンラインで開催

　北海道民医連第１回平和学校が第３クールにわたって開催

され、第１クール（昨年９月）、第２クール（昨年11月）に参加

しました。第３クール（今年２月）は帯広病院病棟内で新型コ

ロナウイルス感染症のクラスターが発生し、その対応のため

やむを得ず欠席となりました。北海道民医連が主催する平和

学校は今回が初めてで、全てオンラインでの参加となりました。

　第１クールでは、武本匡弘さん（プロダイバー、環境活動

家）から「気候変動も核兵器もない世界へ」、塩川哲男さん（医

協札幌西区病院）から「私と平和活動、反核医師の会を中心に」

をテーマに講演をいただきました。

　第２クールでは、名嘉共道さん（沖縄民医連事務局長）から「沖

縄戦と基地問題」、庵逧由香さん（立命館大学教授）から「日本

の加害の歴史をどう見るか」をテーマに講演をいただきました。

また事前課題であった自分の住む地域での戦争の歴史や戦跡

について、グループ内で報告し合い、平和アクションプラン

を作成しました。

　グループ討論が中心でしたが、平和の問題を日頃感じてい

ることや講義で感じたことを共有できてとても有意義でした。

紛争が絶えないのはどうしてなのか、お金儲けのためかなど、

討議できる機会が民医連にあるということも再確認できました。

　今年２月には、平和学校で学んだことを職場で報告する伝

達学習を行いました。今後も平和の意義を伝え、今後を担う

世代にも気づきを促せるよう、定期的に学習の場を設けてい

きたいと思いました。平和は私たちの取り組みの大前提です。

平和学校では小さなことであってもできることをしていこう

と改めて決意でき、励みになりました。

� 【帯広病院事務　野口貴弘】

住所変更などの際はぜひご一報ください
　日頃から「友の会ニュース」をお読みいただきありがとうございま

す。

　年度末が迫ってまいりました。会員の皆様の転居等に伴い、「友の

会ニュース」の配布先が変更になる場合、お多数ですが各友の会事務

局もしくは連絡会事務局までご連絡下さい。また、転居され不明とな

った会員さんの情報についても、同様にお寄せいただけますようお願

い申し上げます。

◉連絡会事務局　　☎0155-21-4144、思0155-21-4840　
　　　　　　　　　死 soshiki@tokachi-kin-ikyo.or.jp

「友の会ニュース」配布にご協力ください
　十勝勤医協が毎月発行する「友の会ニュース」は、十勝管内の約

16,000人の友の会の皆さんに、各地域世話人さんから主に手配りで配

布されています。しかしながら、世話人さんの高齢化や転居などによ

り配布者が減少、配布が困難になっている地域もあります。月に１回

の配布にご協力頂ける方を募っています。ご連絡は各地域の友の会事

務局にて承ります。ご協力をお願い致します。

帯広病院 院長交代のお知らせ
４月１日より帯広病院の院長が交代いたします

新院長　瀬川　高志
　尚、前院長の深町知博理事長はこれまで通り帯

広病院で診療にあたります。

Ａ
さ
ん
の
戦
争
体
験
か
ら
の
学
び

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
報
道

に
、
太
平
洋
戦
争
で
肉
親
を
亡
く
し
、
住
む

場
所
を
追
わ
れ
る
な
ど
の
経
験

持
つ
、
多
く
の
利
用
者
さ
ん
が

心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん

（
90
代
女
性
・
独
居
）
も
、
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
食
い
入
る
よ
う

に
見
な
が
ら
、
涙
を
流
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
樺
太
の
豊
原（
現

サ
ハ
リ
ン
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
）で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

終
戦
後
、
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
と
同
じ
よ
う
に
住
む
場
所

を
追
わ
れ
、
北
海
道
に
引
き
上

げ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
つ
い
昨
日
ま
で
普
通
に
暮
ら
し
て
い
た
の
に
、

あ
れ
よ
、
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
す
べ
て
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
」「
私
た
ち
を
逃
が
す
た
め

に
残
っ
て
く
れ
た
伯
父
は
行
方
知
れ
ず
」

　

「
ロ
シ
ア
人
は
怖
か
っ
た
が
、
憎
く
は
な
い
。

み
ん
な
貧
し
そ
う
で
、
私
達
よ
り
痩
せ
て
い
た
」

「
と
に
か
く
、
誰
も
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
。

噂
話
を
頼
り
に
、
逃
げ
方
を
考
え
た
」
Ａ
さ

ん
が
泣
い
て
い
る
姿
を
目
に
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
難
民
と
な
り

幼
い
子
供
を
か
か
え
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
お
母
さ
ん
が
、
憤
り
な

が
ら
何
か
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
政
治
は
、
高
齢
者
が

経
験
し
た
苦
し
み
か
ら
学
ぶ
ど

こ
ろ
か
、
改
憲
論
、
さ
ら
に
は

首
相
経
験
者
か
ら
核
保
有
論
が

飛
び
出
す
な
ど
、
再
び
危
う
い

方
向
に
向
か
お
う
と
し
て
い
ま

す
。
Ａ
さ
ん
や
他
の
高
齢
者
と

の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
過
去
の

歴
史
と
苦
い
経
験
か
ら
学
び
、
受
け
継
ぐ
こ

と
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

�

【
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
白
樺
所
長　

宮
田
哲
郎
】

医療・介護
の現場から
シリーズ○118
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 あじさい薬局薬局長　岡山　和也

　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
３
階
療
養
棟
で
は
、
２

月
22
日
に
寿
司
バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

マ
グ
ロ
・
サ
ー
モ
ン
・
エ
ビ
・
白
身
・
タ
マ
ゴ
・

い
な
り
の
６
種
類
を
準
備
し
、
好
き
な
お
寿
司

を
選
ん
で
食
べ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段

は
刻
み
食
で
提
供
し
て
い
る
方
々
へ
も
、
そ
の

場
で
細
か
く
刻
み
、
マ
グ
ロ
等
を
た
た
き
に
し

て
提
供
し
、
生

寿
司
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
食
べ
て

頂
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
「
美

味
し
い
、
嬉
し

い
」
等
、
多
く

の
喜
ぶ
声
を
聞

く
事
が
で
き
ま

　

市
営
住
宅
で
独
居
の
Ａ
さ
ん
、
Ｈ
14
年

に
脳
出
血
を
患
い
現
在
は
要
介
護
３
の
認

定
を
受
け
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
他
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
生
活
し
て
い
ま
す
。
昨

年
末
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
以
下
Ｃ
Ｍ
）

に
、
同
じ
市
営
住
宅
に
住
む
ご
友
人
か
ら

「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
良
い
と
こ
ろ
だ
ぞ
」
と

お
誘
い
を
受
け
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
も
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

勧
め
て
い
ま
し
た
が
「
人
が
集
ま
る
と
こ

ろ
は
苦
手
で
…
」
と
、
利
用
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
ご
友

人
と
同
じ
曜
日
で
体
験
す
る
こ
と
と
な
り
、

週
１
回
の
利
用
を
開
始
、「
こ
こ
の
食
事
は

ま
る
で
ホ
テ
ル
に
来
て
食
べ
て
い
る
よ
う
だ
」
、「
み

ん
な
親
切
に
し
て
く
れ
た
し
今
後
も
利
用
す
る
わ
」

と
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
Ｃ
Ｍ
に
、

「
俺
に
何
か
あ
っ
た
ら
頼
む
な
」
と
言
っ
て
く
れ
る

し
た
。
現

在
も
感
染

症
が
流
行

っ
て
い
る

中
で
は
あ

り

ま

す

が
、
万
全

な
感
染
対

策
の
下
、

夏
は
ス
イ

カ
割
り
、

冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
、
様
々
な
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
も
施
設
生

活
に
お
い
て
、
様
々
な
制
限
が
続
く
中
で
す

が「
ホ
ッ
と
」笑
顔
と
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
３
階
介
護
福
祉
士　

佐
藤
夏
樹
】

Ａ
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
で
信
頼
さ
れ
る

Ｃ
Ｍ
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

【
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
白
樺
事
務
長　

山
本
圭
介
】

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
・
笑
っ
て
元
気
に
過
ご
そ
う
！

ま
る
で
ホ
テ
ル
に
来
て
る
み
た
い
だ
!!

�

～
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
参
加
～

ケアセンター
白樺

ケアセンター
白樺

　今月からは薬剤師がこのコーナーを担当させていただくことになりました。
１年間よろしくお願いいたします。
　外来の患者さんにお薬をお渡しする場合、あじさい薬局などの保険
薬局で患者さんに薬が渡るまでの流れは次のようになります。

保険薬局で患者さんに薬が渡るまで
①処方監査
　処方箋の内容が患者さんにとって適切であるかをチェックします。

例えば「過去にその薬で具合が悪くなったことは無いか」「処方箋に書

かれている薬の用法、用量は適正か」などです。お薬手帳を確認して

他の病院の薬との重複や飲み合わせについてもチェックしています。

必要に応じて医師に問い合わせをし、処方内容を変更してもらう事も

あります。

⇩
②調剤
　ここが一番皆さんのイメージに合う部分かと思いますが、処方箋に

書かれている内容に従って薬を準備します。錠剤などを取りそろえる

他に、散剤を量って分包したり錠剤を一包化したりと患者さんごとの

飲み方に合わせた方法で調剤します。

⇩
③調剤監査
　調剤された薬剤の種類や数は正しいか、医師の処方に疑問点は無い

かを別な薬剤師の目でも点検します。調剤した人とは別の人がチェッ

クすることで安全性を更に高めています。

⇩
④投薬・服薬説明
　患者さんから情報を聞きながらお薬をお渡しします。ここでも患者

さんとの話の中から処方された薬が適切なものであるか、副作用がな

いか等を確認しています。お渡しする際には「飲み方」「副作用」などの

注意事項についても説明しています。皆さんからも薬や健康について

何でも聞いてください。

⇩
⑤薬歴（カルテ）記載
　保険薬局の場合は、薬をお渡しした後に患者さんとの話から得られ

た情報や薬の内容、次回薬を渡すときに確認すべき事項などについて

薬局のカルテに記録します。

　この様に患者さんに薬を使ってもらうために見えない部分でいろい

ろな確認・記録を行っています。一定の時間がかかってしまう事への

ご理解をお願いします。

困りごとは相談を
　あじさい薬局では患者さんが少しでも薬を飲みやすくするための工

夫や相談に応じたいと思っています。「昼は外出の機会が多く薬を飲め

ないことが多い」「錠剤が飲めないので別の形にならないだろうか」な

どお困りなことがありましたら薬剤師まで声をかけてください。

ちょっと
耳より 薬のはなし
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床
に
叩
き
つ
け
、
全
身
で
抵

抗
を
し
た
。
私
は
、
返
す
言

葉
も
な
く
、
母
に
、
こ
ん
な

言
葉
を
言
わ
せ
て
い
る
自
分

が
情
け
な
か
っ
た
。
も
う
、

お
互
い
負
の
感
情
し
か
残
ら

な
い
時
間
は
終
わ
り
に
し
た

か
っ
た
…
。

　

１
月
末
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
止
め
る
決
心
を
し
た
。
こ

う
し
て
、
10
ケ
月
間
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
終
わ
っ
た
。
も

う
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か

な
く
て
も
い
い
と
告
げ
る
と
、

母
は「
良
か
っ
た
…
嬉
し
い
。

ず
～
っ
と
家
に
居
て
い
い
ん

だ
ね
…
」
と
嬉
し
そ
う
な
顔

を
見
せ
た
。
私
は
私
で
、
新

た
な
悩
み
が
生
じ
て
い
た
…
。

そ
れ
は
、
や
は
り
入
浴
だ
っ

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ

て
い
る
間
は
、
辛
う
じ
て
２

週
に
一
度
位
は
入
浴
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
た
も
の
の
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か
な
く
な

っ
た
こ
と
で
、
入
浴
の
機
会

が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
…
。
私
は
困
っ
た
…
。
何

と
か
し
て
母
を
入
浴
さ
せ
な

け
れ
ば
と
、
周
囲
の
人
た
ち

に
聞
い
た
り
、
様
々
な
「
認

知
症
在
宅
介
護
」
の
本
な
ど

か
ら
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
よ
う

と
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
も
情
報
を
得
よ

う
と
し
た
の
だ
が
、
参
考
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
こ

生
き
生
き
広
場

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー
☎
〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

白
樺
友
の
会

 

私
の「
老
々
介
護
」回
顧
記
⑦

　

２
０
１
９
年
に
な
っ
た
。

母
97
才
。
要
介
護
２
。

　

暮
れ
か
ら
お
正
月
に
か
け

て
も
、
母
は「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

に
行
く
事
を
拒
み
続
け
て
い

た
。
毎
週
水
・
土
曜
日
の
朝

は
、
母
は
形
相
が
変
わ
り
、

言
動
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
っ
た
。「
私
が
邪
魔
な
の
…

家
に
い
た
ら
ダ
メ
な
の
…
」「
私

を
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る

の
…
ど
う
し
て
…
」
を
繰
り

返
し
、
持
っ
て
い
る「
杖
」を

軍

庁 □ 舎

製

大

本 □ 口

事

再

角 □ 重

脚

長

海 □ 王

子

頭
の
体
操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
帯
広
王
子
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】ひ
な
人
形
の
二
段
目
に
並
ん
で
い
ま
す
。

う
し
て
い
る
内
に
、
日
に
ち

が
過
ぎ
て
行
く
…
。

　

あ
る
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
「
認
知
症
外
来
専
門

病
院
」の
相
談
窓
口
を
見
つ
け
、

早
速
電
話
を
し
た
。
簡
単
に

経
過
と
今
の
状
況
を
説
明
し

て
、「
ど
う
し
た
ら
入
浴
を
し

て
く
れ
る
の
か
。
事
例
が
あ

っ
た
ら
…
」
と
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
相
手
か
ら
の
返
答
は
、

「
３
～
４
週
間
位
入
浴
し
な

く
て
も
そ
ん
な
に
気
に
す
る

こ
と
は
な
い
。
世
間
に
は
３

～
４
カ
月
間
入
浴
し
な
い
人

は
沢
山
い
る
…
」
と
言
わ
れ
、

具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
期
待

し
て
い
た
私
は
電
話
し
な
け

れ
ば
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
の
ま
ま
何

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

４
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
５
７
号

（
６
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
５
３
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
立
春
の
前
日
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
６
９
通
、
正

解
者
１
６
５
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

大
河
原
茂
美　

鎌
田
裕
子

齊
藤
正
仁　
　

長
谷
博
美　

　
　
　
　
　
　
（
帯
広
市
）

古
川
孝
樹　

松
田
達
子

　
　
　
　
　
　
（
音
更
町
）

佐
々
木
敏
子　
（
芽
室
町
）

須
田　

治　
　
（
幕
別
町
）

伊
原　

時
江　
（
池
田
町
）

大
井　

友
恵　
（
足
寄
町
）

【
答　
　
え
】
□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
へ

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を

添
え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可

能
な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　
品
】

も
し
な
い
で
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
…
。
何
と
か

誘
う
も
、「
お
風
呂
」
と
聞
い

た
だ
け
で
「
杖
」
を
床
に
投
げ

つ
け
「
嫌
だ
っ
た
ら
嫌
だ
と

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
…
。」
を

繰
り
返
す
母
を
見
て
、
無
力

感
さ
え
覚
え
た
…
。

　

時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

あ
る
日
、
私
は
ふ
っ
と
思
い

つ
い
た
…
。
そ
う
だ“
温
泉
”

だ
…
！
私
は
、
母
が
「
温
泉
」

が
好
き
だ
っ
た
の
を
思
い
出

し
た
…
。「
温
泉
」
な
ら
何
と

か
い
け
る
か
も
知
れ
な
い
と

そ
う
思
っ
た
…
。

　

私
は
、
退
職
後
母
を
連
れ

て
管
内
の
「
温
泉
地
巡
り
」
を

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、「
温

泉
」
に
連
れ
出
す
こ
と
を
考

え
た
。
き
っ
と
う
ま
く
い
く
、

こ
れ
で
少
し
望
み
が
見
え
た

と
思
っ
た
と
同
時
に
、
ど
う

や
っ
て
母
を
説
得
す
る
か
不

安
だ
っ
た
…
。
そ
こ
で
私
は
、

一
計
を
案
じ
て
「
私
、
久
し

ぶ
り
に
温
泉
に
行
っ
て
く
る

か
、
留
守
番
し
て
い
て
く
れ

る
…
？
」
と
言
っ
て
み
た
。

す
る
と
母
は
、
突
然
の
こ
と

に
戸
惑
い
な
が
ら
、「
急
に
今

頃
な
ん
で
温
泉
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
？
一
人
に

は
な
り
た
く
な
い
」
と
困
っ

た
よ
う
な
顔
を
し
た
。
私
は
、

「
じ
ゃ
、
一
緒
に
行
く
か
い
？
」

と
窺
う
。
母
は
、「
う
ん
…
つ

い
て
行
く
」
と
。
私
は
、
内

心「
や
っ
た
ー
」
と
思
っ
た
。

こ
う
し
て
、
週
一
度
の
「
温

泉
行
」
が
始
ま
っ
た
。

 

つ
づ
く

�

【
白
樺
友
の
会�
匿
名
希
望
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
猛
威
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
出
る
こ
ろ
に
は
収

ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
現

場
の
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
を
懸
念

す
る
ば
か
り
で
す
。
帯
広
病
院

の
御
苦
労
に
は
は
る
か
及
び
ま

せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
療
養
の
大
変

さ
を
体
験
し
た
の
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月
初
め
、

夫
が
熱
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の

時
期
、
発
熱
は
コ
ロ
ナ
感
染
を

想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
族
に
は
介
護
関
係
者
が
い
ま

す
。
即
刻
自
室
隔
離
と
し
ま
し

た
。
部
屋
か
ら
出
て
よ
い
の
は

ト
イ
レ
の
み
で
マ
ス
ク
と
手
袋

着
用
厳
守
。
体
調
確
認
・
配
膳

な
ど
で
部
屋
に
入
る
私
も
当
然

マ
ス
ク
と
手
袋
、
連
絡
は
携
帯

電
話
で
す
。

　

抗
原
検
査
は
擬
陽
性
、
主
治

医
に
連
絡
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
ま
し
た
。
結
果
が
出
る
ま
で

の
自
室
隔
離
の
し
ん
ど
い
こ
と
！

結
果
は
陰
性
で
し
た
が
、
２
度

と
体
験
し
た
く
な
い
時
間
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
自
宅
療
養
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
感
染
防
止
の
大

切
さ
、
あ
ら
た
め
て
身
に
染
み

た
二
日
間
で
し
た
。

【
栄
友
の
会　

本
川
栄
子
さ
ん
】

川
西
友
の
会
総
会

 

無
事
終
了

　

２
月
24
日（
木
）
、
八
千
代
研

修
セ
ン
タ
ー
で
、
川
西
の
世
話

人
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
絡
会
の
浅
沼
副
会

長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
十

勝
で
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
中
発
生
し
た
勤
医
協
帯

広
病
院
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
つ

い
て
、
経
過
と
最
新
の
状
況
も

お
伝
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
特
養
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設

等
で
も
拡
大
、
心
配
な
ご
家
庭

も
多
く
、
早
い
収
束
が
望
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
川
西
友
の
会
は

農
家
の
会
員
さ
ん
が
多
い
た
め
、

３
月
中
に
地
域
に
点
在
す
る
農

協
の
支
所
、
コ
ー
プ
店
舗
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
が
大
幅
に

見
直
さ
れ
、
廃
止
さ
れ
る
箇
所

も
あ
る
事
が
話
題
と
な
り
、
高

齢
な
人
々
に
と
っ
て
よ
り
不
便

な
生
活
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

等
、
不
安
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

�

【
川
西
友
の
会　

原　

正
子
】

読
者
の
声

い
き
い
き

�

友
の
会

富山県朝日町まちのチカラ

未来を担うみなさんへ

食と健康 初めてのお弁当

うちでも元気　体操＆脳トレ
どうなっている日本の医療
けんこう教室 認知症はよくなりますヨ（中）

2022 月号 380円4　　 好評発売中


